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している。3種類の遺伝子 armadillo、period、nueropeptide Fが発現する脳内領域内で RNAiを用い
て、Inosを抑制した系統を作製している。 
 続く第四章では、これら Inos RNAi系統と CPリズムおよび概日時計の関係を明らかにする目的で、
各種 Inos RNAi系統における CPリズムおよび歩行活動リズムを測定している。その結果、各種 Inos RNAi
系統の CP リズムは消失したが、歩行活動リズムは概日リズムを示す事を見出している。この事から、
armadillo、period、neuropeptide Fが発現する領域中の Inosが CPリズムの振動発現に必要であるが、歩行
活動リズムの振動発現に必須ではない事を明らかにしている。さらに、先行研究で既知の歩行活動リズ
ム中枢や CPリズム中枢との比較から、CPリズム中枢神経群は LNds中の L1-s、D1、D2そして 5th s-LNv
領域である事、それら領域中の Inos発現が CPリズム振動発現に必要である事を特定している。 
 










た。本論文では、餌全体の含有量 4%および 10%濃度のミオイノシトールが CPリズム周期長を延長し、





 本論文は、これまで CPリズムとの関連性が未報告であった Inos変異系統を樹立したほか、遺伝学
的手法で CPリズム中枢神経領域を特定し、考察した研究として評価できる。 
 
平成30年1月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判断された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
